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１．適用範囲
１．１　目　的
株式会社　●●（以下、当社という）は、ISO9001：2015及びISO14001：2015の規格に基づく、品質・環境マネジメントシステムを構築し、良質な製品の提供及び環境保全活動を促進しながら、品質・環境マネジメントシステムの継続的改善を通して顧客満足度の向上と環境汚染の予防を目指す。

１．２　対象部門・敷地
対象部門は「組織図」（図5.3）に示す。

対象敷地は、4.3『品質・環境マネジメントシステムの適用範囲の決定』参照
　

１．３　適用範囲

　4.3『品質・環境マネジメントシステムの適用範囲の決定』参照
１．４　適用要員

「組織図」（図5.3）に示す、全部門の従業員（パートを含む社内で働く全ての従業員）、当社のために働いてくれる要員（施工外注）、臨時雇用者に適用する。

２．適用規格及び引用規格

	適用規格
	ISO9001:2015（JISQ9001:2015）
	ISO14001:2015（JISQ14001:2015）

	引用規格
	ISO9000:2005（JISQ9000:2006）


３．用　語
本「品質・環境マニュアル」に関する用語はISO9001:2015、ISO9000:2005及びISO14001:2015による他、本マニュアルにおいて、以下のように定義する。

１）規格の用語

　（１）品質規格用語

	用　　語
	定　　　　　　義

	プロセス
	インプットをアウトプットに変換する、相互に関連する又は相互に作用する一連の活動

	品質マネジメント
	品質に関して組織を指揮し、管理するための調整された活動

	インフラストラクチャー
	組織の運用のために必要な施設、設備及びサービスに関するシステム

	作業環境
	作業が行われる場の条件の集まり

	供給者
	製品を提供する組織又は人

	トレーサビリティ
	考慮の対象となっているものの履歴、適用又は所在を追跡できること。

	力量
	実証された個人的特質、並びに知識及び技能を適用するために実証された能力

	妥当性確認
	客観的証拠を提示することによって、特定の意図された用途又は適用に関する要求事項が満たされていることを確認すること。


（２）環境規格用語

	用　　語
	定　　　　　　義

	環境側面
	環境と相互に作用する可能性のある、組織の活動又は製品又はサービスの要素。

	環境影響
	有害か有益かを問わず、全体的に又は部分的に組織の環境側面から生じる、環境に対するあらゆる変化。

	環境マネジメントシステム
	組織のマネジメントシステムの一部で、環境方針を策定し、実施し、環境側面を管理するために用いられるもの。

	環境目的
	組織が達成を目指して自ら設定する、環境方針と整合する全般的な環境の到達点。

	環境パフォーマンス
	組織の環境側面についてのその組織のマネジメントの測定可能な結果。

	利害関係者
	組織の環境パフォーマンスに関心を持つ又はその影響を受ける人又はグループ。


２）当社の独自の用語

	用　　語
	定　　　　　　義

	現場代理人
	工事現場に常駐し規定要求事項通り工期内に施工しプロジェクトの方針に従ってその運営、取締りを行い、また工事現場一切の事項を処理する責任者をいう。

	施工計画書
	公共発注機関が工事の計画書として要求する文書を指す。工事概要、工事内容、実施工程表、現場組織、機械計画、資材計画、施工方法、測量管理計画、品質管理計画、出来形管理計画、写真管理計画、安全管理計画、災害時の体制、環境対策、再生資源利用促進計画等から必要に応じ作成する。「品質計画書」は「施工計画書」の一部として取り扱う。

	営業担当者
	当社において営業担当者とは、主に社長を指す。

	施工外注業者
	当社が受注した工事の一部工種の施工を請け負う業者を指す。


４．組織の状況
４．１　組織及びその状況の理解（環境４．１）
１）当社は、当社の目的及びその戦略的な方向性に関連し、その品質・環境マネジメントシステムの意図した結果を達成する組織の能力に影響を与える、外部及び内部の課題を「組織及びその状況の理解」に決定する。

　　当社が決定する外部及び内部の課題には、当社によって影響を受けるか、当社が影響を与えられる環境状況を含め決定する。
２）当社は、これらの外部及び内部の課題に関する情報を内部監査及びマネジメントレビューにて監視し、レビューする。

注記1　外部の状況の理解は、国際、国内、地方又は地域を問わず、法令、技術、競争、市場、文化、社会及び経済の環境から生じる課題を考慮することによって促進され得る。

注記2　内部の状況の理解は、組織の価値観、文化、知識及びパフォーマンスに関する課題を考慮することによって促進され得る。
４．２　利害関係者のニーズ及び期待の理解（環境４．２）
　１）顧客要求事項並びに適用される法令要求事項及び規制要求事項を満たす製品及び　　サービスを一貫して提供するための当社の能力に与える影響又は潜在的影響を考慮し、当社は、次の事項を決定する。

ａ）品質・環境マネジメントシステムに関連する利害関係者を「利害関係者のニーズ・　期待確認書」に決定する。
ｂ）その利害関係者の、品質・環境マネジメントシステムに関連するニーズ及び期待（要求事項及び順守義務を含め）を「利害関係者のニーズ・期待確認書」に決定する。
２）当社は、これらの利害関係者及びその関連する要求事項に関する情報を内部監査及びマネジメントレビューにて監視し、レビューする。

４．３　品質・環境マネジメントシステムの適用範囲の決定（環境４．３）
　１）当社は、品質・環境マネジメントシステムの適用範囲を定めるために、その境界及び適用可能性を下記に決定する。

この適用範囲を決定するとき、当社は、次の事項を考慮する。
ａ）4.1に規定する外部及び内部の課題

ｂ）4.2に規定する、関連する利害関係者の要求事項

ｃ）当社の製品及びサービス

この規格のある要求事項を、決定された適用範囲内で適用できる場合、当社は、それを適用する。

この規格の要求事項を適用できないときは、それが製品及びサービスの適合を確実にするという当社の能力又は責任に何らかの影響を及ぼすものであってはならない。

当社の品質・環境マネジメントシステムの適用範囲は、下記に文書化した情報として維持する。
２）品質・環境マネジメントシステムの対象となる製品及びサービス、境界
	適用
	範囲

	対象とする製品及びサービス
	土木工事の施工及び建築工事の設計・施工　

	境界
	鹿児島県○○市○○１２３４（本社）

鹿児島県○○市○○１２３４（資材置場）

各工事現場


　３）規格の要求事項を適用できない場合の正当とする理由
	箇条
	適用できない正当とする理由

	8.3（品質）
製品及びサービス設計・開発
	当社は、顧客より受領する図面（顧客要求事項）に基づき、施工のみを業務としているので設計行為は行っていない。
例

仕様指針、図面内訳が全て指示されている県及び、市発注の公共工事の請負施工及び設計事務所より受領する図面に基づく建築施工が主たる業務であり、工事完成品の開発設計に対しての責任は有さない。

小規模民間工事における作図行為も、顧客要求を具体化する打合せ事項の明確化プロセスであり、設計開発に該当する行為はない。

上記の業務形態から、規格の箇条8.3『製品及びサービスの設計・開発』に対する直接的な適用はなく、箇条8.5『製造及びサービス提供の管理』に基づいて計画的に管理する。


　４）品質・環境マネジメントシステムの適用範囲について利害関係者より要求があれば印刷物を提供する。
４．４　品質・環境マネジメントシステム及びそのプロセス（環境４．４）
　１）当社は、品質・環境パフォーマンスを向上するために、ISO9001及びISO14001の要求事項に従って、必要なプロセス及びそれらの相互作用を含む、品質・環境マネジメントシステムを確立し、実施し、維持し、かつ、継続的に改善する。
（当社マネジメントシステムの『周期』（サイクル）は●月～翌年●月末で運用する）

　２）当社は、品質・環境マネジメントシステムに必要なプロセス、及び当社全体への適用を下記の事項で明確にする。この時には、4『組織の状況』についての知識を考慮する。
ａ）これらのプロセスに対して必要なインプット、及びこれらのプロセスから期待さ　れるアウトプットを別紙２『プロセスフロー図』に明確にする。
ｂ）これらのプロセスの順序及び相互作用 を別紙１『マネジメントシステム体系図』、別紙２『プロセスフロー図』に明確にする。
ｃ）これらのプロセスの運用及び管理のいずれもが効果的であることを確実にするために必要な測定、及び関連するパフォーマンス指標を含む、判断基準及び方法を「品質・環境マニュアル」、各様式及び別紙２『プロセスフロー図』において明確にする。また特に施工プロセスにおいては「施工管理基準」、「共通仕様書」等の外部文書を判断基準として活用する場合もある。
ｄ）必要な資源。及び、これらが利用できる事を確実にする為に、７『支援』にて明確にする。
ｅ）これらのプロセスに関する、責任及び権限を表5.3「責任と権限分担表」にて割当てる。
ｆ）６．１の要求事項に従ったリスク（脅威）及び機会を「リスク・脅威及び機会に対処する活動表」に明確にする。また、それらへの適切な取組みを「リスク・脅威及び機会に対処する活動表」に計画し、実施する 

ｇ）プロセスを監視、測定（該当する場合）及び評価するための方法、及び、必要な場合には、意図した結果を達成することを確実にするためのプロセスの変更を６『品質・環境マネジメントシステムに関する変更』、８『運用』、９『パフォーマンス評価』にて明確にする。
ｈ）プロセス及び品質・環境マネジメントシステムの改善のための機会 を１０『改善』』にて明確にする。
３）当社は、プロセスの運用の支援に必要な程度の文書化した情報を保持する。当社は、プロセスが計画どおりに実施されたという確信を持つのに必要な程度の文書化した情報を「記録一覧表」に明確にし、保持する。
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